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■ サル対策 ■ NPOは補助金で運営している？

HPはこちらから
自然観察会・体験教室情報など

■ 8月の活動

西条市でニホンザルによる農作物被害が深刻
になってきています。
ハナレザルですが、橘や田野では住宅地にも

出現するようになっています。
野生動物は自分自身の身の危険性と食べ物が

得られることのバランスで行動しています。特
にサルは安全に食べ物が得られることを理解す
ると行動をエスカレートさせることが知られて
います。

西条市の山間部と山裾には、全域にサルが生
息しています。そのなかで、農作物に大きな被
害を出さないためには、「２」の段階で留める
ことが大切です。

「サルを見たよ」、「いつも居るよ」というお
話しをよく聞きますが、人の近くは危険である
ことを知らせねばなりません。そのためには、
追い払いも有効な手段です。

追い払いをしないということは、「人は危害
を加えない」ということをサルに教えてしまい
ます。「サルは賢いから、何をしても無駄」と
言われますが、賢いことを利用し、人の近くは
危険であることを覚えさせるのです。

被害が生じている地域
では、費用は掛かります
が、電気柵が有効です。
電気柵を設置された方か
らは、被害が無くなった
と聞きます。

電気柵に対する補助額
の増額も今後は議論が必
要だと思います。

8.1 しらさ峠哺乳類調査
8.2    中央公民館講演(液状化)
8.7    大川村こどもキャンプ
8.8 四国電力広報誌取材
8.9   今治市鴨池海岸生物調査
8.12 西条市丹原田野地区サル対策会議
8.13  大保木地区治兵衛堂清掃
8.13     黒谷県有林哺乳類調査
8.18     岩城島鳥類調査
8.22    八幡浜市海岸生物調査
8.29 西条市大町公民館でお話し（地形）

０ 集落には出てこない
１ たまに集落に来る
２ 季節的よって来るが、群れは来ない
３ 群れが農作物に被害
４ 常時、農作物に被害、稀に生活環境被害
５ 人身被害

有刺鉄線では防げません

よく、「補助金をもらっているのでしょう」
と言われます。

ＮＰＯ＝補助金で運営されているというイ
メージがあるようなのですが、西条自然学校は、
皆さんからの寄付と自己収益で活動しています。

6年度収入（41,112,550円）のうち、71％は生
物調査等の受託によるものです。こうした業務
は入札やプレゼン
テーションにより
獲得するほか、環境
アセスメント関係の
企業からの依頼に
よるものです。

残り３割は、
寄付、体験教室など
の参加費、販売物の
収益によるものです。

環境保全などの公益的な活動であっても、自
己資金によることが中立性、即効性のためには
大切だと考えています。

調査受託

寄付
物販

参加費
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■ 夜の学校のご案内

毎月１回、水曜日の19時～20時に西条市図書
館２階会議室にて、生きものや自然に関するお
話し会を開催しています。お申し込みなしで参
加いただけます。

開催後、動画の配信も行っていますので、当
日参加出来なかった方はHPから動画をご覧くだ
さい。（翌月の夜学の日まで視聴可能）

第248回 9月17日
「とべ動物園におけるイシガメ保全活動」

北本圭一さん（とべ動物園）

第249回 10月8日
第250回 11月5日
第251回 12月17日
第252回 R8 1月21日
第253回 R8 2月11日
第254回 R8 3月18日

■ 瓶が森フラワーウォッチング 8.20～22

第3週ではないのでご注意を

西条市観光物産協会と共催の夏のフラワー
ウォッチングは、毎年雨に泣かされることが多
かったのですが、今年はタイミングが良かったの
か、3日とも開催することができました！

市内外のリピーターの皆さんに加え、最近は県
外からのお客様も多く、関東から親子でのご参加
も。千葉県から来られた植物に詳しい方は、「関
東と違う」と言いながら楽しんでくださったよう
です。

夏の山は昼を過ぎると目まぐるしく天候が変わ
るのはよくあることで、帰りのバスの周りは濃い
霧でホワイトアウトに。しかしそれも「非日常」
の風景として楽しんで頂けました。

次回の開催は10月8～10日です。夏とはまた違
う秋の花が見られます。お申込みはお早めに。

ツアーの舞台であるUFOラインは、いの町の町道です。工事や草刈りなどはいの町が負担して
います。季節によってはどっと押し寄せる観光客・登山客が利用するトイレもいの町の管理です。

オーバーツーリズムという言葉を聞いて久しいですが、無料であることから、遅い時間に目的
もなく走っている車も見受けられ、有料にしては？と何度か話にはなるのですがいまだに成らず。

有料もしくは決められた乗り物で無ければ通れないとなれば、そうしてでも行きたい・行く必
要がある人だけが利用するようになり、度々起きているという事故も減るのではないかと感じて
います。（法）

第3週ではないのでご注意を

西条市観光物産協会
フラワーウォッチングの
ページへ →→→

リクエストも募集中
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